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“春秋

"以前の中国の金属鉱業

岸本文男(鉱床部)

�浩�����

あれはたしか2月のなかば頃だったと思う.私は

鉱床部長の岡野さんから声をかけられた･

一先だって面白い本をみかげて買ったんだが

中国の鉱業吏といったものでね.読んでみるか

い.よかったら持ってくるよ一

一ぜひ読ませて下さい一

私は二つ返事でお願いした･中国の鉱物資源は

私の興味をそそる問題の一つである.岡野さんはそれ

を先刻ご承知だ.翌日さっそくに見せてもらった.

それが今でもとにある<中国古代鉱業開発吏>北

京の地質出版社がユ980年7月に出版したA5版442ぺ

一ジの本である.中国の鉱業吏を清の時代までとは

いいながらこれほどまでにまとめた文献にはまだ一

策1図5,000年前の“獣形紅陶提梁壷"

獣の形をした赤色陶器製の把手つきの壷である.

新石器時代末期のもので中国ではこの壷を生んだ文化を

r大枚口文化｣とよんでいる.山東省泰安県の大枚口遺

蹟から出土高さ21.6cm素地は砂を含んだ赤い陶土

(<人民中国>1978年5月号)

度もお目にかかったことがない.

私はこれを適当な時代に区切って骨子としほかの文

献で補強しながら本誌に投稿することにした.

なお書名中のr古代｣とは古代中世近世現

代という意味でのr古代｣ではたくr古い時代｣とい

クオｰモｰルオ

った大まかな表現にすぎない.まずは故郭沫若氏

が提起した中国吏の時代区分によるr原始社会時代｣と

r奴隷社会時代｣をとり扱うことにする.その奴隷社

会の最後の時代それが標題のいう“春秋"時代なので

ある.

金属鉱物の利用のはじまり

中国で金属鉱物が使われ始めたのはいつの頃のこと

であろうか.<中国古代鉱業開発吏>が語るところに

よれぱそれは旧石器時代が終るうとする頃後期旧石

･シヤｰソチｰソトソ

器時代のr山頂洞人｣たちがつくりだした文化いわ

ゆるr山頂洞文化｣で今から1万9,000年ほど昔に始

まって1万年ほど前に終った時代のことである.

ユ7ソモウラソチアン

それまでの“元謀原人"(170万年前一)“藍閏原人"

ぺ一イチｰソチｰソスｰ:ノ

(100万年前一)“北京原人"(35万年前一)“下村人"

(10数万年前一)“河套人"(5万年前一)の時代の遺蹟か

らは金属鉱物を使ったものは何一つ出土していない･

出土しているのは石器と骨器だけで土器もまだつくら

れてはいなかった.

フアンシヤｰン

山頂洞人は北京市の郊外房山県の北京原人で有

チ目一ウコｰウチア=ノ

名な用口店の山頂洞とよばれる洞窟で発見された人

類の化石に由来するもので彼らには猿的な性質カミなく

現代人とのはっきりとした差違カミみられれず現在の漢

族の典型的な先祖とされている.

その彼らが中国における金属鉱物使用の先駆者とされ

るのは石で作ったネックレｰスなどのアクセサリｰを

赤鉄鉱の粉末で彩色していたからであり死者の身体や

そのまわりに同じく赤鉄鉱の粉をふりまいて野辺のお

くりとしていたからである.

しかしこれは金属鉱物の利用のはじめではあるカミ

金属鉱物を素地とする器具を製造したということではな

い.ではそのような器具はいつ頃から製造され始め

たのであろうか.<中国古代鉱業開発吏>によると�
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それは新石器時代の終りに近い紀元前21世紀の頃の

ことである､

金属器のはじまり

今からおよそ5,000年はかり音から黄河の流域と揚

子江の地域に父系氏族社会をつくって住んでいた人々が

ツアｰソチュサ日ソシャｰソツ性ソ

あった･その遺蹟の地山東省章丘県竜山鎮の

名をとって“竜山人"とよばれている人々である.そ

タオタシア

れからユ,000年たらずあとに甘粛省の挑河大夏河

ウユイプアソヅユイ

浦河上流それに青海省の温水の流域一帯に文化遺蹟

を残した人々が現われた･斉家人である(1923年,甘粛

ク7一ソトｰソチチ7一ピン

省広通県有家坪で発掘).この斉家人たちの遺蹟から

出土した自然銅製の銅器これが中国でもっとも古い金

属器の出土でその製造数は少なかったとみえ発掘さ

れた遺蹟の地は広範囲であるのに出土した銅器はわず

かである.

竜山人たちがつくった文化(竜山文化)の特徴はよく

水ひされて砂粒を全く混えていない陶土をrろくろ｣を

使って成型し表面がよく磨かれた壁厚が0.5mmに

も達していない形の優美な黒い陶器をつくっていたこ

とにある.これは“卵殻陶器"とよばれるカミそれほ

ど極薄のものというわけである.ところカミ斉家人た

ちの文化斉家文化の遺蹟から出土する陶器は細かな

粘土を用いた赤味がかったものと砂まじりの粘土を用い

第2図中国新石器時代のいわゆる仰瀦文化を代炎する

彩陶

高さ41.5cm1965年甘粛省永靖県で出土今を去る

こと5,000年の昔の作品である.

(<人民中国》1973年6月号)

た灰色のものが多く彩色陶器が少なく“卵殻陶器"が

みられない.銅器の製造は斉家文化彩色陶器の華や

かさは竜山文化といえるだろう･そして金属器は銅

器に始まりその原料鉱物は自然銅だったのである･

どうして銅器の原料が自然銅とわかったのか｡銅

の製錬が行われたことを示すような遺廣が何一つ発見

第3図竜山文化の粋r黒陶薄胎高柄杯｣

今から5,000年ばかり昔のいわゆる“卵殻陶器"の一種

である.1975年に山東省膠県三里河の遺蹟から出土

した.高さ20cm重さ409たらず,内外2層にた

っていて外層には細かい銘文が刻まれ,きわめて精

巧である.(く人民中国》1978年2月号)

第4図新石器時代末期の“錠渦文彩陶壷"

4,000年ほど昔の原始社会の集落の火災あとから発見さ

れた壁の厚さが3～4mmの陶器.高さ17.1cm腹

径16.5cmの赤地に黒の文様がついたもの.いわゆる

屈家嶺文化の代表作竜山文化との関係がさまざ室に

論じられている.河南省新川県費棟樹林から出土

(<人民中国》1981年1月号)�
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策6図“万磐''湖北省江陵県紀南城付近から出土.ただしこれは戦国時

代の楚のもので美しく彩色されている.打楽器である.

(<考古>1972年2号)

欝…瀞燕影箒蟻崇

元前15-14世紀のもの.

(<人民中国>1964年10月号)

され在いとか当時の技術水準が銅製錬に必要なレベル

になっていてもおかしくない証拠物が出土しないとか

当時の世界のどことも交流した証跡カミみつかっていない

とかといったこともさり放がら出土した銅器の分析

結果カミ示す銅の純度(Cu二99.6%)こそ原料が自然銅以

外には考えられない強力な証拠と放っている.

さてそのよう狂自然銅は当時どこで採取されて

いたのであろうか.1943年の<甘粛地質鉱産調査報告

書>はそれを示嵯するかのように次のように述べて

いる.

ウｰサ星イチヤｰソイチュｰサチアンチ叩アゾ

r武威張抜酒泉の南……那連山脈の北麓

の各々の砂礫層は大塊の自然銅を含み一般にそ

の長さば3寸幅は2寸である.確認できた最

大のものは長さが1尺あまり幅カミ6寸厚さが

3寸ですべて角が尖っていたい｣

文中の地名は甘粛省のもので斉家文化の地の一部でも

ある.おそらく当時の銅器の原料はこの地から供給

されていたのではあるまいか.

奴隷社会の時代の金属鉱業

原始社会の時代カミ終り中国は奴隷社会の時代に移行

シア

していく.歴史学の巨匠たちはそのはじまりを夏時

シヤｰソイｰソシ■ツナｰサチュｰソチュｰ

代におき商(股)西周の時代を経て春秋時代

で終ったとする.その間はおよそ1,600年.その社

会は原始社会での財産の共有と権利の平等を破壊したけ

れども労働力を増し生産の規模と分業を拡げ鉱業

の発展を促がしたことも事実である.

タイユｰ

中国でのこの時代の鉱業は湖北省大冶の春秋時代の

トソルシヤ'ソ

銅線山鉱山遺蹟と製錬跡の発掘によって明らかになった

ことであるがその採鉱技術も製錬技術も格段に進歩し

ていた.この各時代の大量の出土品とくに青銅器は

当時の鋳造工芸の水準カミ相当高かったことをいや店狂く

教えてくれる.その作品の独特な風格に魅せられない

人はまずいないだろう(第5図)･

さらに奴隷たちは玉など美しい飾石や宝石を採集し

て精敦校装飾品や美術品を製作しあるいは適当な石材

を探しだして音色豊かな楽器をつくった･<石盤>であ

る.

この奴隷社会は鉱業開発吏という観点にたてば自

然銅の発見と利用を始めた時代から青銅の生産と青銅器

の全盛時代を経て鉄の生産と鉄器の時代に向う過途期

の時代という1,600年であった･

皿``夏"時代

この時代はまだまだ伝説の時代を脱しきっていな

い.<左氏春秋><超絶書>あるいは<史記>の

<萬貢>などの古文書には“夏"の銅の伝説九鼎を鋳

造した話銅製の武器の話などが記されているし王朝

の系譜も載っている.

その系譜によると“夏"は萬王(王と名のっていたか�
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チエ

どうか?)に始まり桀王で終ったがその時代はおよそ

紀元前21世紀から同16世紀に相当し中国古代の奴隷制

社会が基礎を定めた時期に当る.

この伝説の時代に科学のメスカミ入り始めたのは'中国

における考古学の目ざめともいうべき1950年代に入って

からのことである.それ以来伝説の時代のべ一ルは

少しづつ少しづつはがされていった.

たとえば“夏"の集落は大小!0いくつの近親氏族社会

カミ発展したものであるとか彼らの生活圏は河南省の西

部山西省の南部から黄河の東側にそって河南省･河北

省･山東省の省境地方にいたる範囲であるとか各氏族

集落は入り乱れて混り合っていたといったことか明らか

になったと同時に発掘の出土品から“夏"は石器と銅

器が併用された時代であることも判ってきた.

1955年に河北省唐山市大城山の竜山文化の遺蹟

で2個の銅製メダル(紅銅牌)が発見されいく万年か

後には中国の石器時代が終ることをすでに宣告していた

のである.さらにその2年後および4年後すなわち

フアンニアゾニアンタイ

1957年と1959年に甘粛省武威県の皇娘娘台臨夏回

タホツアｰソチソ盲エイチアi

族自治州の大河庄と秦魏家などの斉家文化期の集落と

墓地から銅製の道具と装飾品が相ついで発見された.

斉家人たちカミ用いた銅は純度が非常に高く自然銅であ

ったことはまず間違いない.加熱せずにそのまま

“打ち出し''して作った道具や装飾品か多く熔融加工

したものもあるにはあるが竹製の鋳型を用いて鋳造し

た銅器主に刀剣や小斧小刀などに限られいずれも

刃はよく研ぎ出されていたらしい.驚いたことには

義歯までも出土している.この斉家文化期の銅器は一

般に小型で長さ(大きさ)10cm前後のものカミ多い.

しかし銅器の使用は当時の生産をある程度向上させただ

けではなくて金属の性質を理解するのに役立ちのち

の金属時代に向って広く道を開いたのである･

ヤ■ソシｰ7ル叩■ト白

河南省催師県の二里頭遺蹟の出土層は河南省の竜山

アルリ'

文化の出土層よりもあと同じく河南省の鄭州市の二里

カｰン

陶文化の出土層よりもまえでC1年代からその時期は紀

元前1900年一同1600年とされ4期に区分されている.

その第1期は甘粛省の斉家文化と銅器の出現した時期が

ほぼ同じである･しかし第3期の文化層からは銅鐸

や熔鉱炉(るつぼ)の破片銅製のやじり･義歯･錐･釣

針･鈴カミ出土しさらに刀剣手斧酒器なども発見さ

れたがこれらは銅器としては純度が低く錫をかなり

含有してむしろ青銅器というべきものであった.二

里頭の第3期文化層の年代は“商"時代の前期に該当す

るという.とすれば“夏"の前期は銅器時代後期は

青銅器時代に入っていたことになるかもしれない.

青銅は銅と錫の合金である.したカミって青銅器の製

造のためには銅鉱を採掘するだけでなく銀鉱も手に

入れなくてはならない･ところが銅鉱床と銀鉱床は一

般に離れた所にあるので製錬も遠く離れたところで行

われることが多い｡当時もこれと事情は同じようたも

のだったはずで各集落の間で広く物々交換が行われ

かなりの数量の交通･運搬用具も備完られて青銅を鋳

る原料が集められる能力があったものと考えられる.

奴隷による生産の増大と分業化の拡大によって“夏''

の時代にはさまざまな専業手工業集落が現われている.

古文書(<左氏春秋>)が伝えるところによると夏の啓

ク■ソサ

王が陶器の製造と青銅器の鋳造に長じていた昆吾集落を

武力で征服しその人々を製陶･冶金の奴隷にしたとい

う.また別の古文書(<超絶書>)では夏の啓三が

昆吾に人を派遣して鼎(3本足の“かなえ")の鋳造を習得

させたという一いずれにしても昆吾の手工業は発達し

プヤソ

ていたらしい｡“昆吾"は河南省漢陽県の西南にあった

集落で漢陽そのものが当時の文化の中心地であり中

国最古の主要青銅器製造地であったとされている.

漢陽の位置は山東省河北省河南省の省境が接する

地域に相当する.古代青銅器鋳造の原料鉱物産地につ

いて<史記封禅書>は語る.

フアソシヨ■ウジヤ`ソテｰツｰソ

r黄帝吉山の銅を採って鼎を剤山の麓で鋳

た｣

この記事はただし三皇五帝のまだ実証されていな

い伝説の時代“夏"のすぐ前の時代のことだから漢陽

ツア`ソチ'ソ

と直接の関係はない･首山とは現在の河南省嚢城

の近く剤山とは湖北省中央の小山脈の名である.漢

陽は撲州とよばれることはあっても井仙とよばれたこ

とはない.

くだって<文献通考>第8巻に夏に関しての記事が

ある.

リシャ■ソ

r曹子は言った･萬王は巫山の銅を用いて難民

チュ`ム

を救済し九枚の金(白銅のこと)を収めて九鼎を

鋳造し･……･･｣

ツオｰソチフオ

巫山は山西省の中条山脈の東部にある山九枚は福建

ウｰイ

省北端の武夷山脈東端の村である･これまた漢陽と

は縁カミ薄い.どうやら当時の銅鉱山は山西省にあった

とする説を路用するしかないらしい･錫については上

ヤソチソ目iウ

記文献には記されてないが<史記･萬貢>には揚州

カミ錫を貢献したことを記録しているし<山海経>の�
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<五蔵山経>には“夏"の領域で先泰時代の錫産地(砂錫)

サェソツｰフアイシヤｰン

として今の山西省聞書県椀山が書かれている･揚

州が現在の江蘇省の揚州地区のことであれば<史記･

萬貢>の記事は疑わしい.

]▽'“商"時代

タｰンツオサ

“商"は後半を“股"とも言い湯王に始まり紺王のとき

に滅びた.紀元前17世紀から紀元前11世紀までの時代

でとくに後期は中国における青銅器の全盛時代であっ

^オシヤ'ソ

た.湯王は“夏"を滅したのち毫(現在の河南省南

県)に都をつくり20代目の盤庚王のときに段(河南省安

ヤソシヤオチ里ソ

陽県小屯村一帯)に遷都した.“商"の範囲は河南省

全域と山東省河北省山西省陳西省湖北省安徽

省の大部分ないし一部分にまたカミっていただけで広く

その影響は直接統治してい狂い江西省湖南省四川省

や上記各省の残る地域にも及びそれぞれ“商"時代の

遺蹟や遺物が発見されている.

さて“商"時代の手工業の中でもっとも盛大でまた

重視されていたのはほかならぬ青銅業であった.そ

の生産規模カミ大きくなり生産技術が高く放って当時

鋳造されたのは小刀や小錐のたぐいだけでなく文矛

刀斧シャベルといった大きな道具や武器鼎扇

酒器大並大盃などの祭器と容器で種類も数も多く

なってきた.とくに青銅の矢じりが現われてきたこと

は注目に値する･それは消耗が激しく矢を射ると

回収できたいため世界各地の青銅文化の中で青銅の矢

じりが発見された例は非常に少ないからである.中国

では鄭州の高時代の遺蹟から青銅の矢じりが大量に出

土し安陽の段の遺蹟からはさらに多量に出土した.

技術レベルの高さもさりながら銅と錫の鉱物資源の開

発や確保量も相当なものだったに違いない.

ヤｰソシｰ

高時代前期の文化を代表する遺蹟は河南省優師県二星

黄

島

商王朝文化分布図

第7図
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商時代文化遺蹟の分布状況

(<人民中国>1979年3月号)

頭のものですでに述べたように第3期文化層から銅

鉾と炉の破片が出土しているが今のところこれが中

国最古の鋼製錬遺蹟である.

ツェソチ目一ウ

高時代中期を代表する文化遺蹟は河南省鄭州市のニ

フアソピパ:ノ目ソチエソ

里南と湖北省黄陵県の盤竜城のものである.

二里南文化のすべての既知遺蹟を通じていえることは

青銅の道具武器祭器容器がかなり多いことであ

り二里南遺蹟そのものの製鋼所遺蹟からそれらの鋳型

(陶器)も出土している.

盤竜城遺蹟からは多数の製錬用るつぼと若干の孔雀石

木炭やけ生放とが出土しさらにユ59点の高時代中期

第8図高時代の青銅の才(左2葉)

と也型青銅器(右から2番目の青銅刀

最古)1969年5月山西省万機県義

牒で出土(<考古>1972No.2)�
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の青銅器も出土している.この盤竜城の東南150kmの

タイユｰトソルγヤｰン

ところに大冶県銅線山カミあり盤竜城遣蹟で発見された

銅鉱石(孔雀石)の貯鉱はその銅線山から採掘･送鉱さ

れた可能性がきわめて大きい･とすれば銅線山銅鉱

山の歴史は高時代の中期までさかのぼることができる.

竜磐城の遺蹟から出土した青銅器のうち2個の鼎と

2個の酒器が化学分析された.そのうち銅含有率か80

%を少しこえ残りが錫と鉛のものが2個銅が70%前

後で鉛が20%をこえ残りか主に錫というものカミ2個

であった.銅含有率の高い方は青緑色銅カミ少し少た

くて鉛が少し多い方は灰緑色に見える.当時冶金･

鋳造にしたがっていた奴隷たちは銅･錫･鉛の3種の金

属を配合して青銅合金にする法則性といったものをよく

知っていたし熟練していたといえる.今から3,300

年ほど昔日本はまだ縄文時代のまさに初期の頃のこと

である.

高時代後期は中国古代の青銅工芸史上おしもおされ

もしない第1のピｰクの時代となった･世界にもよく

知られている“同母戊大方鼎"はこの時期の中国におけ

る青銅器製作水準を代表するもので重さ875kg高さ

1m33cm長さ1m1Ocm幅78cmを有し1939年に河

ウ■クアｰソ

南省武官村から出土した･北京の中国歴史博物館に

行けぱこの現物を見ることカミできる.

この大方鼎は銅8477%錫11.64%鉛2.79%の合金

の鋳造物であり耳と本体と脚が別々に鋳造されそれ

を再鋳造して1体にしたものでおいそれと製作できる

ような単純なものではない.

とうてつアｰソキソ

第9図高時代≡の“饗餐文釜形銅器"1948年に河南省安陽

県高楼荘から出土した青銅製の釜.高さ26cm

とうてr

口径32c㎜.紋様は3層に分れ上層に匿獣文(襲嚢

文)があるのでこの名がつけられたI高時代の逸

品である.

当時青銅器の製造所は河南省の優師鄭州安陽

フイｰツアソルオヤン

輝県洛陽湖北省の黄陵などにあった.1929年に

段撞(商の都の跡日本でも･いんきょ･で通用する)の製鋼

炉跡付近から1塊(ユ&8k｡)の孔雀石が発掘されその

中には赤鉄鉱が混っていた.その後も同じような鉱石

が次々に発見されさらに同じよう恋鉱石が盤竜城遺蹟

(高時代中期)からも出土した.股の人々は銅製錬の原

料鉱物として主に孔雀石を用いていたのである･

錫と鉛は青銅合金に使うほか単独で道具の製造に用

いられることもあったらしい､段撞から金属錫塊が出

土し安陽県の大司空村では錫製の'戊"カミ6点も出土

している.駿時代(高時代の後半)の墓から鉛製の酒器

と女カミでてきたこともある･埋葬品でしか鉛製の道具

は発見されていないのであるいはその道具は埋葬用の

特許品で実用晶ではなかったかも知れないがとにも

かくにも製造していたわけである.

駿壇はさらに興味深いものを出土した｡それは“虎

…アントソグイｰ

面銅盈"と名づけられたrかぶと｣である･欠けた

ところが全くないものでみると内側は純度の高い鍋で

あるが外側は厚い1層の錫でメッキされ新品のよう

に光り輝いていた･中国ではこの出土品の研究によ

って高時代にはすでに銅の錫メッキ技術カミ発明されて

いたという結論をだしている.

次に金である一中国の古文書は銅のことを“金"で

著し本物の金は“黄金"と表現している場合が多い.

その黄金であるが金製品が出土したもっとも古い時代

第ユO図世界的に有名た“同母戊大方鼎".股壇から出土

(1939年).重量875k9の青銅製の鼎.右下の銘文

カミ｢同母戊｣“同母戊大方鼎"とは同母戊の銘

カミある大き恋四角形の四本足の容器という意味.�



一18一

℀

･〔ノ

外.∫＼.!v

･イ)｣)

ノ＼1

戸い〆､(･ノ

�

�

し.

一i

1～一'＼

�

■

ぺ

.;1､.一.

㌧

･

■

.''一

■

一

､.ノ

､

■

1∴､

＼鈎哨

'＼

＼γ＼し^〆､､

〕

ノ

〆

�

､ぺ..

､.rI…`戸､

r■'

＼

＼

℀

�

巾

炉

爀

�

�〰�〶〰��

第11図先案時代の産金地産金地

区(1地区に3個所の産金地

カミ存在する所もあるがそれ

は1産金地区にまとめてあ

る.

ハｰオチェン

それが高時代中期である.というのは河北省藁城

県の高時代中期の遺蹟である14号墓から金箔カ拙土し

それ以前の遺蹟からは金製品カミ何もでてこないからであ

四ユ画

る.それとほぼ同じ時代(少しあと)の河南省輝県琉璃

閣の股時代墓葬品中に金箔をおしたものが発見されさ

らに股壇から金塊が出土したのである｡それらの金は

どこから産出したのであろうか･当時の古文書は金鉱

床について何も語ってくれたい.河北省や河南省での

産金地について記録されたもっとも古い文献は戦国時

代末期の紀元前3世紀末に編集された<曹子>であると

フアイルｰ

されている.同書には准河の支流決河から多量の

砂金が産出していることを告げている.段嘘の南およ

そ350k卿ばかりの所である.次いで<山海経･五

蔵山経>によれば先泰時代(戦国時代とそれ以前)に現

在の河南省など当時の商の範囲と狂っていた省には次

の46の産金地があった(第11図).

河北省

河南省

リンチエソトウｰソユｰシヤｰン

臨城県敦冬山

ソｰンシアｰソシャｰソフｰイタイ^ソシャｰソプｰイ手邑一

嵩県群山輝栗太行山輝県沮

ルシヤｰソヤｰソシｰヨｰザシツヤｰソチエソピソイｰチツヤソ

湖山催師県繰氏山鎮平泉椅常山

ネイシアｰソイワソシャｰソナソヤゾフ呈一:/ツヤｰソルシ

内郷県翼聖山南陽県豊山盧氏

チアｰソシヤソマソチュソシャｰソナソヤゾフュｰソ

県好山盧氏県蔓楽山南陽県雅

シヤｰソメゾチｰソイスｰシャｰソイヤソルチシヤｰン

山孟津県宜蘇山宜陽県鹿蹄山

ニュｰチｰシャｰソルオ'=/

宜陽県女幾山宜陽県･洛寧県･盧氏県

パイピアｰソシヤｰソレイチオユｰシヤソルオ

県境の白辺山洛寧県類激山洛

ヤソチヤｰyチユｰシヤｰソシｰソアｰソチヤｰソシシヤｰソシヤン

陽県膳諾山新安県長石山陳

トウオシヤｰソチヨｰモ田モツヤｰソチエｰソチヨｰウイシヤｰソ

県薬山中牟県沫山鄭州県役山

山酉省

山東省

湖北省

陳西省

ヤソカｰオチトウｰツヤソリアソチ里シヤｰソ

陽高県帝都山陽高県梁渠山陽高

クｰチシヤｰソフアソシクイチヤソシヤｰシシヤソシヤｰオ

県鼓題山繁時県泰戦山音陽県少

シヤｰソイェリシヤｰ=ノチメソメソシヤｰソ

山音陽県謁戻山吉県孟門山聞

チヤｰソチｰフアソシヤｰソ

喜県塊山長子県涯山

タイア]ソクイシヤｰソ

泰安県泰山

ハソシユｰイナソチヤｰソクｰソヤソチヤｰソ

漢水流域南溝県剤山当陽県潭

シュｰイフアソチｰソシヤｰソチソヤソイチ弍一シヤｰソ

水房県景山青陽県(?)宜諾山

ウ晶イナソシヤｰソフｰツｰチソマオヅヤｰソチアｰ:!ヤソ

渦南県英山朕施県秦冒山千陽

ツ呈リツヤｰソシｰアｰソ目ソシヨｰウシヤｰソルオナソ

県数働山酉安県竜首山洛南県

ヤソスｰシヤｰソフアイｰソヤソフアツヤｰソフユｰソシァソ

陽虚山華陰県陽華山風翔県

チシヤｰソアｰソナｰイシ呈一ソツヤｰソ

岐山安塞県申山

特定することはできないカミ股撞の金塊の出所は遠隔

の地に求め狂くとも説明できそうである.

鉄の製品鉄器が出現した時代はいつか.これは中

国での古代鉱業発展史上の重要問題の一つとなっている.

古文書の中ですでに絹介ずみの<吏記>の<萬貢>は

鉄について書いた最古の文献でもある.それが述べる

叩アソシヤソ

ところによると梁州(現在の山東省梁山県(言))が鉄

や銀などの貴量晶を“夏''朝に貢献したことになっている･

しかし<萬貢>が書かれたのは“戦国時代"のことで

“夏"が存立していたといわれる時代よりも1,500年ほど

あとである.まだ“夏"の遺蹟から鉄器カ拙土してい

ないことを考えると<萬貢>の記事は信じ難い.

実際に発見された中国最古の鉄製品は“商"時代のも

ので1972年の冬に河北省藁城県台西村の商時代の遺蹟�
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策12図

股時代の墳墓の“車馬坑"車は当時の戦車である､

木製部は朽ちて残っていないが馬具の一部に用いら

れた青銅製品は保存良好であった.河南省安陽県孝

民屯の遺蹟.1972年3月に発掘されたもの.鉄器

はまだみられない.(<考古>1972年4号)

ほこ

から出土した鉄の刃をつけた青銅の矛がそれである.

その鉄の刃は青銅矛に鋳こまれていて幅か60mm

厚さが2m,mあり当時の武器であったらしい.この

鉄刀について詳しい研究がなされてそれは唄鉄を加熱

第13図

中国で発見された中国一の贋鉄(<中国画報>1966年

1月号より)重さ約30t体積3.5m3.新麗ウィ

ｰグル族自治区青河県で1898年に発見された.成分

はFe88-67%Ni9.27%など.現在はウルムチ市

の博物館に展示されている.古代での鉄器もまず贋

鉄からつくられた.

鍛造したものであることカミわかった.榎本潰揚が白萩

唄鉄から鍛造させて作った長短5振の日本刀いわゆる

流星刀を思い出す話であるが上記録刃は鉄器時代のあ

けぼのを知らせる意義のまことに大きい出土品である.

第14図

れい

西周時代の“蓋方舜"(蓋という人が用いた方形の酒

器)1956年3月陳西省蓋県李家村の農民が畑から掘り

出したもの.高さ22.8cm口は14.4cm×11cm.器

の内庭を蓋に次のような同文の銘がある.｢八月のは

じめ周王が太顧を訪れた.この器のあるじである藍

は穆公にたすげられて覇廷の中央にたち北方に向

って周王に拝謁した.周王は審に衣服宝玉馬具

などを賜わり藍に命じて周人の軍隊六個師団を統率

させるとともセこ司上司馬同工の職をつかさどら

せまた周の軍隊六個師団般人の軍隊八個師団を率

いて屯田を行うよう命じた.･一｣(<人民中国>

196迅年12月号)

Y``西周"時代

これは周の武王が紀元前1066年に段を伐って南を滅し

てから幽王の1ユ年(紀元前771年)まで296年間続いた時

代で中国での奴隷社会の高潮期であり奴隷制経済は

高時代よりもはるかに大きく発展した.

西周時代前期の手工業は高時代をうけつぎ分業の状

態は高時代と同じようなものでその手工業の主要な部

門カ清銅器鋳造業であった.その時期の青銅器が発見

された遺蹟の数は高時代の場合よりも多く遺蹟が分布

している範囲も広く黄河流域のほか楊子江下流では

タｰソト盲

右岸の江蘇省丹徒断江省･江西省に近いところでは安

トサ=ノシｰチチュｰソ

徽省屯渓湖北では湖北省新春さらに甘粛省内では

ウ主イリソユアン

沼河上流地区遼寧省では凌源に及んでいる.

発掘の記録と古文書の記載によると西周の主な町や

諸侯国はすべて自分たちの青銅の冶金･鋳造所をもって

いたようである.

西周時代前期を代表する青銅器とされているものに

メイ

“清''の遣光年間(1821-1850)の陳西省眉庫県の出土品

がなえ

西周の孟鼎がある.この鼎は高さがほぼ1m重さか

153.5kgで内壁に29!字の銘文があり周の康上(紀元

前1078-1052年)カミ貴族に1,709人の奴隷を賞として与え

たという史実が記されている.

西周時代の後期の青銅手工業は前期や中期よりも発展

したらしく青銅器の数が前期と中期の遺蹟からの出土�
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クオ

数よりもはるかにはるかに多く陳西省の西周末期の號

国周墓群のように出土した青銅器が181件主た工具･

武器や馬車用具などが数ユ,000件に達した例さえあるの

である.もちろん数だけでなく青銅籍の種類も銘

文の字数も前期･中期の場合をはるかに越え鋳造技術

のレベルカミさらに向上したことを示している.

では西周時代の青銅手工業を支えた原料鉱物の供給

源だとえば銅鉱床はどこにあったのであろうか一そ

れがはっきりしているのは高時代に開発か始まってい

た前述の湖北省銅緑山鉱床である｡

この鉱床の西周時代の遺蹟については残念なカミら

詳しい報告がない.しかし西周の次の時とその次の

時代である“春秋"と“戦国"の2時代の遺蹟について

の報告は日本でも読むことカミできる.それが雑誌<文

物>の1975年第2期に掲載されたr湖北銅緑山春秋戦国

古砿遺蹟発掘簡報｣である.その報告は次のように

書いている､

タヤンイｰソ

r古い採鉱･冶金の遺蹟の範囲は銅線山大岩陰

シヤｰソシアｰオヤソイｰ=ノシャｰソカｰジダイスｰソルオシｰタソニアｰオヤ]弗

山小岩陰山桐錫太村螺虫師塘鳥鴉萄

}ソクソ

林塘だとの地を包括し南北およそ2km東西

の幅およそ1km･…･･.上述の範囲内の多くの

地に古代の大量の鉱鐸が堆積しところによって

はその厚さが数mに達していることがあり概算

ではあるカミ全体で40万t前後にも狂っている｡

化学分析の結果によるとこの鉱鐸は銅製錬の

遺物である.この大量の鉱鋒は当時の製錬の

規模が非常に大きく期間も長かったことを示し

ている｣

r銅線山の当時の旧坑は花開閃緑斑岩と石灰岩の

接触変成によって生じた破砕帯中にありその部

分に銅鉱物が濃集している.主な銅鉱物は孔

雀石自然銅赤銅鉱などである.これらの鉱

物は孔雀緑色金紅色あるいは土紅色を示し

色あざやかで発見しやすく採掘･選鉱しやす

く含銅品位もきわめて高い｣

第15図約3000年前(西周時代の)“適蠕紋尊"旭暢紋尊と

は｢いもりの模様がついた韓タイプの酒器｣の意味.

高さ19.8cmlコ径19.5cm底径14cmの青銅器

ヘソシャｰソシア叫邑ウ

1962年に湖南省衡山県電流市の郊外で出土.

では地表下100mをこえ主に孔雀石カミ次いで藍銅鉱

白一ハン

と自然銅がいちじるしく濃集している.湖北省武漢市

にある地質博物館にいけぱこの銅線山銅鉱床産の孔雀

石の標本に違うことができる.その標本は2個あって

いずれもほぼ2tの大塊とのことである.

この銅線山鉱床のほかに西周時代には銅鉱山はなか

ったのか.残念柱がら今のところ存否いずれもは

っきりしていない.

西周時代の鉄器はまだどこからも発見されていない.

ただ1点1931年に河南省凌県の辛村から出土したと

いわれる鉄の刃をつけた青銅の矛はアメリカに流れたと

いう記録がある.その鉄の刃はすでに述べた高時代

のものと同じく唄鉄で作られていた.形もまた商の

ものと同じであったという.

銅線山銅鉱床はスカルン鉱床でその特徴は水平方向

にも垂直方向にも銅鉱床から銅･鉄鉱床に移り変ること

であるか全体としては銅が主体である.鉱体はレン

ズ状や層状を示し1鉱体の延長は大きいもので数100

m厚さは数mから100mあまり傾斜延長は一般に150

-300mである.初成鉱石鉱物は磁鉄鉱･黄銅鉱･斑

銅鉱カミ主で輝銅鉱は少ない.二次硫化物富化帯は発

達してい狂いが酸化帯が発達しもっとも深いところ

v``春秋"時代

ピソチソ

これは周の平王の元年(紀元前770年)から周の敬三の

44年(紀元前476年)にいたる時代で奴隷社会から封建

社会への過途的な時代であり青銅器から鉄器への過途

的な時代であった.

青銅器の鋳造が高時代前期に始まったと仮定しても

春秋時代の末まで1,100年以上もの時間が過ぎている.�



一21一

当時の人々は銅鉱石の採掘でも製錬でも豊富な経験を

蓄積したものと思われる.

1974年に前にも述べた湖北省の銅線山鉱床の“春秋''

“戦国"両時代の銅鉱山遺蹟が発掘されて春秋時代には

すでに採鉱技術が相当発達していたということが証明さ

れた･当時はエンジンもモｰタｰも金属機械もなかっ

たか地表下50㎜あまりも立坑を掘っていた･さらに

立坑･斜坑･水平坑を連結し多段･中段採鉱方式を用

い通風･排水･昇降･照明･保坑など一連の複雑な技

術問題も原始的ながら解決していた､

そもそも現在のr砿｣に相当する古文字はr+｣であ

った･<周礼･地官･十人職>に

｢十人カミ金玉錫のでるところをつかさどる｣

とある･この十の字縦線2本は坑道の壁を両横線

は支柱をあらわすものと解釈されている.今をさかの

ぼること2,700年はかりその音の銅線山鉱山の坑道の

姿が何となく浮んでくる.

さて銅線山の鉱山遺蹟が発掘されたのち1976年に

銅線山の銅製錬遺蹟が発掘された･そして春秋時代

と戦国時代の3基の立炉が発見された.いずれも完全

荏姿で残っていたわけではない.その中で残った高

さは最大1.8皿内径はO,6mあり1目当り1-1.5tの

鉱石が製錬できたものと考えられている.

さらに春秋時代の鉱山跡から1ユ点いずれも重さ約

3.5kgの青銅斧が発見された･これを代表的な例とし

て当時はすでに青銅の生産か武器･礼器の段階から大

型生産工具の凌階に入りつつあったのだとする考え方

が広まっている.

次に春秋時代の青銅器の銅と錫の割合について述べ

てみたい･当時すでに用途によって銅と錫の配合は

変えられていた･春秋時代の斉国の官書といわれる

<考工記>は世界で最初の合金成分配合の規準(六斉

第ユ6図

春秋蒔代の“察侯銅鼎"春秋時代の斉国は楚の国か

ら攻められ紀元前493年に河南の上薬から安徽省

の寿県に都を移したがのちに楚の国に滅ぼされた.

薬侯の墓は春秋時代末期の重要な文化財である.

この鼎はユ955年に寿県の葵侯の墓から出土した.

青銅づくり高さ69cmlコ径62cm(<人民中国》

1973年6月号)

という)を定めた本であるが

に記している.

青銅の成分比を次のよう

r鋼には六斉がある.六分が銅で錫が一分であれ

ばこれを斧斤の斉という.四分が銅で錫が一

分であればこれを文戟の斉という.三分カミ鋼

で錫か一分であればこれを大刀の斉という.

五分が銅で錫か二分であればこれを削殺矢の斉

という.銅･錫が半半であれぱこれを銅鏡の

斉という｣

春秋時代の青銅器は

その初期のものを除けばすべ

第17図

灘国の貴族の墓から出土した高さ11c皿

鑑

の用途には洗面器･水鏡説氷容器説

胴の紋�
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第18図

先泰時代の銅鉱山分布図

轡印が銅鉱山(同県に数

か所の銅鉱山がある場合

はユ点にまとめてある)

てこの六斉にしたがって鋳造されしかも大量に生産さ

れたらしい･たとえば春秋時代の1小国で当時す

サイ

でに衰退していた察国の貴族の墓のどれからも大量の青

銅器カミ出土している･この大量の副葬品がみられる理

由の1つとして当時の銅と錫の生産量カミ非常に多かっ

たことをあげている人か多い｡その銅の生産と錫の生

産を支えた鉱床はどこだったのであろうか.前述の

湖北省大冶県の銅線山鉱床はたしかに銅鉱の供給源で

あったと思われる.しかしほかには?

ここでまた<山海経>に登場してもらい記載され

ている秦時代より前の銅鉱床の記録をまとめ列挙する

と次のようになる.

山西省

河南省

湖北省

陳西省

タイユアンスアパ目一ソシャｰソヤソチユァソ

太原市懸羅山音陽県少山陽泉

パイマｰシャｰソフアンチ皿一クｰテソツヤｰソルｰ型ア=ノ

県白馬山程曲県鼓鏡山呂梁山脈

中エイシャン

倭山

輝県太行山宜陽県･洛寧県･盧氏県県境の

柄山

大冶県銅線山

フュｰツヤｰソシセシャｰソアフイｰソ

潤南県符馬山華県石胎山華陰県

ソｰンクオｰシャｰソヤゾフアシャｰソチソピアｰゾ'ソツヤｰソ

松果山華陰県陽華山靖辺県孟山

チャｰソアｰソユシシャｰソクｰウユｰイツヤｰン

長安県輸次山洛南県豊尾山

これらの銅山が採掘されていたのは春秋時代に限ら

れず戦国時代であったかもしれないし西周時代ある

いは高時代であったかもしれない.要するに春秋時代

の可能性を含み姉ミらも

のである.

特定することがまだできない

先に唄鉄を用いた鉄刀のはじまりは高時代であること

を述べた.さて鉄鉱石から製錬して鉄を得たのはい

つ頃か.少なくとも春秋時代初期までの遺蹟の発掘で

は製鉄跡もその鉄器もまだ発見されていない.今の

ところ製鉄の事実が確認ずみの時代は春秋時代の末期で

出土した鉄器はわずか10点はかりと数が少なくシャベ

ルとナイフに限られ形も小さく厚さも薄い.これ

は鉄器が出現してまだ目が浅く珍貴なものとして副葬

品に使われたらしい.

リユホチエゾチァチアォ

ｰ方江蘇省六合県程駕橋の春秋時代の墓からそれ

ぞれ1個の鉄塊と条鋼が出土した･その鉄塊は銑鉄

条鋼はまさに鋼鉄であった.ヨｰロッバの銑鉄の発明

に先だつこと1,800年しかも鋼鉄を鍛えていたのである･

雑誌<文物>1976年第8期の黄展岳の論文によると銑

鉄の出現は紀元前6-7世紀のことであり中国でもっ

とも早く製鉄を開始し鉄器を使いはじめたのは楚の国

である･中国古代の人々が天然の頗鉄を利用し始めて

から鉄鉱石の製錬にたどりつくまでおよそ500-600年

かかったことになる.

最後に当時の製鉄原料としての鉄鉱石の産地につい

て<史記>と<山海経>が記すところを列挙しておきた

い.ただし戦国時代も含めた産地である.�
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第19図

春秋･戦国時代の鉄鉱山

分布図

河北省郡鄭

山西省陽泉県白馬山呂梁山脈湊山

シヤｰソトｰン

山東省山東

トウオシヤｰン'･オツヤｰソ

河南省陳県案山陵県号山鄭州市役山

ソｰンシャｰソツヤｰオシツヤｰソミタクイツヤｰン

嵩山地区少室山密県大騒山新

ミツヤｰソカｰイフオｰソダリアソワｰソ

安県密山開封市大梁南陽県宛

湖北省南津県剤山

ユ岳ヤソトソテイソシヤｰン

湖南省岳陽県洞庭山

チュッヤｰン

陳西省渦南県符禺山湘南県竹山峡施県秦

雪山西安県竜首山風翔県岐山藍田

県玉山

四川省梁川

以上の産地の中で紀元前6-7世紀に楚の領土内に

位置したのは湖北省と湖南省のものである､

おわりに

以上は古代中国の春秋時代とそれ以前の金属鉱物の

利用と開発についてのrあらまし｣である.しかし

残された重要問題がないわけではない･なかでも19

80年の雑誌<人民中国>の9月号にのった記事は重大で

ある.その記事は短文であるから参考までに全文を紹

介する.

r6,OOO年にのびた冶金史

中国ではいったい冶金はいつ頃から始まったの

だろうか?

今から3,000年あまり前の股の時代につくられた

青銅器から始まったというのカミこれまでの通説だが

最近の新しい発見で冶金の歴史は3,OOO年伸び1

6包OOO年以前から始まったと見られるようになった･

新しい発見というのは真ちゅうの薄片である.

この薄片はわが国の考古学関係者カミ6-7,OOO年

前の古代文化の遺蹟を発掘･整理したさいに1万

点を越える出土品中から発見されたものである.

回ソトソチア'ソツアイ

その遺蹟は陳西省臨撞県の姜寒村付近にあるカミ

専門家の話ではこの新しい発見は中国文明吏研

究上で重要な意義を持っているとのこと｣

この記事の確からしさはどうであろうか.内容はき

わめて重大なものであるが少なくとも1個所にはっき

りとした誤りがある.中国における青銅器の鋳造につ

いては3,000年あまり前の股ではなく3,600年ばかり前

の商でありその直前の夏時代後期にさかのぼる可能性

があるというのが通説である一このことはわきにおい

ても本当に6-7,OOO年前の文化遺蹟からr真ちゅう｣

の薄片カ拙土したのか.6-7,000年前といえば新

石器時代の前期から中期にかかる頃である･まだ自

然銅を使った打だし銅器も出現しない時代にいきなり

r真ちゅう｣が作られるだろうか.最近の雑誌<考古>

にも<文物>にも簡単には接しられないのでこの重大

問題についての中国考古学者たちの正確な記載はまだ読

んでいたい･資料の入手には倍旧のふんばりが必要だ

と痛感しなカミら疑問を表明してこの稿を終る･�


